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誰でもできる
　　ちょっとした
　　　　　ボランティア !!

「もったいない！」を「ありがとう！！」に

守谷市役所１階市民ホールに続いて
保健センター・文化会館にも設置しました！
　社会的支援を必要とする人たち、食事提供をする
団体や福祉施設などに食品を届ける活動をしている
フードバンク茨城では、地域連携活動として公共の
場所に「きずなＢＯＸ（食品収集箱）」を設置し、市
民などからの食品のご協力をお願いしております。

このような食品が特に必要とされています
・缶詰　・レトルト食品　・インスタント麺
・うどん、そば、パスタ等の乾麺
　その他、いただきもの、ご家庭に眠っている食品等

（寄付いただく際の注意点）
※�常温保存可能、未開封、賞味期限２ヶ月以上残っ
ている食品
※要冷蔵、冷凍品、野菜や果物などの生鮮食材は不可
※割れ易い容器の食品は梱包してください

あなたもできる“食”の支援
「きずなＢＯＸ」に食品提供のご協力を！

守谷市社会福祉協議会善意銀行では、使用済み切手やク
オカードなどのプリペイドカード、プルタブなどをリサ
イクル！
　使用済み切手は、日本キリスト教海外医療協力会で収
集家による換金を経て、タンザニアで看護学校の教科書
代やウガンダの助産師学校の学費などアフリカの医療支
援のほか、茨城県社会福祉協議会では、県内ボランティ
ア活動支援などにも活用されています。プルタブも業者
で換金後、貸出用車いすの購入や修繕費に充当させてい
ただいております。

～切手の切り取り方～
・�消印の日付や場所、
切手のまわりのギザ
ギザなどを残してく
ださい（はがした切
手はダメ！）

使用済み切手やプリペイドカード、
アルミのプルタブなどもリサイクル
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　新型コロナウイルス感染拡大予防対策のため、昨年からさまざまな事業が延期や中止になり、
多くの皆さんにご不便とご迷惑をおかけして申し訳ございません。
　全国的に新型コロナウイルスワクチン接種者も増えつつありますが、一気に気を緩めると再
び感染拡大しますので、まだまだ不便な生活は続きますが、一人ひとりがマスクの着用や手洗
いなどの感染対策を基本とした「新しい生活様式」を守りながら活動していきましょう。
　社協でも外出支援事業や交流事業を少しずつ再開、またコロナ禍での生活困窮世帯等への継
続支援も行ってまいりますので、引き続き、新型コロナウイルスに負けずに「思いやりの心」
でご協力くださるようお願いいたします。

新型コロナウイルスに負けず！
少しずつ再開します！

　６月１７日、松ケ丘小学校３年生１１７名がクラスごとに、体育館内でマット
やカラーコーンで作った障害物に対して、自分で操作をしたり、介助したりする
車いす体験やオープンスペースでアイマスクを付けての目かくし歩行体験などを
行った。
　黒内小学校４年生１５４名がクラスごとに、７月１日は手話サークル・トゥインクルの指導のもと手話体験。
２日は車いす体験と目かくし歩行を体験。１２日には伊奈特キャラバン隊による知的障がいや発達障がいを
理解するための疑似体験を予定している。
　体験した児童からは「段差や曲がる時の声かけが大切だと思った。車いすの種類もたくさんあることやパ
ラリンピックでの車いす競技の話も聞いて観たいと思った」「手話には漢字や物の形をイメージしたものがあ
ることも知り、もっとたくさん手話を覚えたいと思った」「手話ができなくても耳の聞こえない人に、紙や地
面に書いて伝える方法もあることも分かった」などの感想が寄せられた。

体験していろいろなことが分かったよ！

60歳以上 女性会員募集
家事援助、学童見守り、施設管理、軽作業、清掃など、ご自
分のライフスタイルに合わせたお仕事が出来ます！
手作り手芸小物を制作して楽しむ親睦会グループも活動してます！
入会説明会/第1.3木曜13時30分（要事前予約）

公益社団法人
守谷市本町622-2〒302-0109

☎0297-
       48-8591

守谷市シルバー人材センター

コロナ禍でも頑張っている選手たちを応援しよう！
　中学生が提案した守谷市市民提案型協同事業のひとつで、市民もチャレ
ンジ体験した東京パラリンピック競技でもある「ボッチャ」を紹介します。
　ボッチャは、ヨーロッパで脳性麻痺や四肢麻痺の障がい者のために考案
されたスポーツで、ジャックボールと呼ばれる白球（目標球）に赤球・青
球それぞれ６球ずつ投げたり、転がしたり、当てたりして、いかに近づけ
るかを競う競技で、体験会でも子どもから高齢者まで参加者同士、協力し、
競技を体験。チームに分かれ対戦すると「おしい！」「白球にくっついた！」
など、周りから応援の声に盛り上がっていた。

ちょっと
ブレイク



3

　６月７日、社協守谷支部では、今年も守谷市公園等里親事業に参画し、守谷地区交番から守
谷駅に向かう３カ所の花壇の管理を担当。
　まだまだ新型コロナウイルスの影響の日々の生活が何とな
く落ち着かない中、花を眺め、少しでも癒しになればと黄色

やオレンジ、白やピンクの可愛らしい花を支部役員が植えました。もう少し不安な日々
が続きますが、ちょっと目を向けてみてください。

梅雨の前に！ひと汗かいて華やかに！
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令和２年度　守谷市社協が実施した事業・資金収支報告

母子父子・児童福祉
　申請による母子・父子家庭・要援護児童・生徒５３名
への入学・卒業祝や新入学児童祝７０２名（ノートセッ
ト）、守谷市母子保健推進員の協力のもと、新生児５９８
名（歯ブラシ）への祝品贈呈事業。準要保護世帯や交通
遺児に歳末たすけあい贈呈金事業などを実施。また、コ
ロナ禍の子育て世帯支援として、守谷ライオンズクラブ
と共催で市内企業等からの寄付等を
活用し、購入した食品を詰めた「も
りやもぐもぐ応援バッグ」を配布希
望の１１６世帯に配布のほか、セブ
ン -イレブン・ジャパンからの寄贈
缶詰に共同募金助成金で購入したご
飯パックを添えて、配布希望の準要
保護１４６世帯を支援しました。

高齢者福祉
　ひとり暮らし高齢者１日遠足（４５名）や高齢者世帯１
日遠足（３４組６８名）の実施。高齢者健康水中体操（延
べ４０７名）開催。受託事業として、高齢者介護予防施設
「いきいきプラザ・げんき館」や「ミ・ナーデげんき館」
の予防体操や趣味活動などを実施。スロープ付軽福祉車両
（延べ利用件数３６回）や車イス（延べ利用台数１８５台）
の貸出事業。各地域で開催された敬老行事への協力、守谷
市わくわくスポーツ大会やいばらきねんりんスポーツ大会
などは、新型コロナウイルス感染拡大予防の観点から事業
を中止いたしました。
　また、守谷傾聴ボランティアジャスミンの協力のもと、
高齢者宅への電話訪問事業「ふれあい電話訪問」（延べ利
用件数１２９件）も実施しました。

福祉の教育
　市内小学校での福祉活動体験学習
（３校）へ体験器材の貸出や支援、福
祉教育活動助成（１４校）、リサイ
クルや募金活動への協力。
　市内教職員対象福祉講座、高野支
部・高野地区地域福祉活動実行委員
会・高野地区まちづくり協議会主催「高野地区子どもヘ
ルパー事業」については、新型コロナウイルス感染拡大
予防の観点から事業を中止しました。

ボランティア活動の推進
　ボランティア活動に関する相談や活動の場の調整を行
うとともに、ボランティア協会（グループ）への活動支
援、ボランティア活動保険への加入促進・助成を行うこ
とで、１, １８７名が加入し、ボランティア活動が安心
して活動できるよう支援しました。

障がい児者福祉
　障がい児者団体への支援、スロー
プ付軽福祉車両、車イスの貸出事業。
また、近隣の障がい児者施設・団体
と協力し、毎年７月に開催の「買っ
て Net バザール」は、１０月に１
日のみの開催。伊奈特別支援学校守
谷地区会交流事業や市内特別支援学級交流事業への支援
は、新型コロナウイルス感染拡大予防の観点から中止に
しました。

会費収入（3.87%）
寄付金収入（1.51%）
補助金収入（45.68%）
助成金収入（0.18%）
共同募金配分金収入（4.42%）
受託金収入（17.24%）

前年度繰越金（1.42%）
その他の収入（0.15%）

受取利息配当金収入（0.01%）
障害福祉サービス等事業収入（9.50%）
介護保険事業収入（15.33%）

事業収入（0.56%）
貸付事業収入（0.13%）

法人運営事業（49.28%）
調査普及宣伝事業（1.35%）
地域福祉活動推進事業（1.02%）
相談・援護事業（3.03%）
共同募金配分金事業（4.05%）

社会福祉基金（0.00%）
介護保険事業（28.84%）

受託事業（11.90%）
ボランティア促進事業（0.53%）

収入の部

支出の部

科　　　目 決  算  額 （単位：円）

会 費 収 入 4,991,600
寄 付 金 収 入 1,944,747
補 助 金 収 入 58,906,290
助 成 金 収 入 230,000
共 同 募 金 配 分 金 収 入 5,704,879
受 託 金 収 入 22,228,398
貸 付 償 還 金 収 入 165,000
事 業 収 入 722,800
介 護 保 険 事 業 収 入 19,767,579
障害福祉サービス等事業収入 12,248,805
受 取 利 息 配 当 金 収 入 9,852
そ の 他 の 収 入 190,415
前 年 度 繰 越 金 1,827,953
収 入 合 計 128,938,318

科　　　目 決  算  額 （単位：円）

法 人 運 営 事 業 63,537,865
調 査 普 及 宣 伝 事 業 1,749,090
地 域 福 祉 活 動 推 進 事 業 1,322,184
相 談 ・ 援 護 事 業 3,901,036
共 同 募 金 配 分 金 事 業 5,218,498
ボ ラ ン テ ィ ア 促 進 事 業 683,799
受 託 事 業 15,343,198
介 護 保 険 事 業 37,182,648
社 会 福 祉 基 金 0
支 出 合 計 128,938,318

その他
　在宅福祉サービス（ほほえみサービス：延べ利用件数
２４１件）、地域ケアシステム事業（延べ支援件数：
１, ４８９件）や専門相談所（ふくし・年金労務・電話：
利用件数３６件）の開設、新型コロナウイルスに伴う生
活福祉資金特例貸付（申請：６６６件）のほか、小口貸
付事業、困窮世帯や災害援護などの援護事業。社協だよ
り発行（年４回）、各地区まちづくり協議会活動支援や
第２期地域福祉活動計画実践活動、各支部社協活動、各
種社協委員会活動、共同募金（赤い羽根募金・歳末たす
けあい募金）活動や各地で起きた災害義援金活動等も実
施。日常生活自立支援事業による支援(延１,１０９回)、
善意銀行預託（１, ９４７, １２６円、プルタブ６０ｋｇ、
古切手等）。入れ歯リサイクル事業協力（４１, ７２２円
換金）。また、フードバンク茨城への食料品寄付約
７１３ｋｇ、カスミフードバンクからの食料品寄付約
１１８ｋｇの協力を得て、生活困窮者世帯６３世帯・
１１４回約５１５ｋｇの食品を提供。残量については、
県内困窮世帯支援に活用。介護保険利用者への支援を行
う居宅介護支援事業、ホームヘルプサービスを行う訪問
介護事業や予防介護事業、障害福祉サービス（ホームヘ
ルパー）などを展開しました。

令和２年度決算
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○�ボランティア活動中のさまざまな事故によるケガや賠償責任を補償する「ボランティ
ア活動保険」には、個人ボランティアの皆さんをはじめ、多くのグループ・団体の方々
が加入しています。自治会・町内会の有志による防犯パトロール等も対象になります。
◎�令和３年度保険加入補償期間は加入手続きの翌日から令和４年３月３１日までとなり
ますので、お早めの手続きをよろしくお願いします。
　�なお、保険掛金や補償額、加入プランについては、下記の表の各プラン・金額をご確認の上、ご加入くだ
さい。災害時の活動については、基本的に天災・地震補償タイプの加入となりますが、詳しくは社会福祉
協議会までお問い合わせ下さい。

令和３年度ボランティア活動保険加入受付中

善
意
銀
行
預
託
報
告

令
和
３
年
３
月
～
６
月（
敬
称
略
）

【
寄　
付
】

・
青
井　

 

隆 

８
，０
０
０
円

・
匿　

名　

５
件 

１
４
，０
３
２
円

【
使
用
済
み
古
切
手
・
プ
ル
タ
ブ
・　

 �

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
・
書
き
損

じ
葉
書
】

・
齊
藤 

禎
一

・
藤
村 

千
代
子

・
山
口

・
藤
原 

國
夫

・
安
藤
喜
一
・
す
え

・
み
ず
き
野
町
内
会

・
菊
地
サ
イ
ク
ル

・
㈱
ブ
ル
ー
ボ
ッ
ク
ス

・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

・
守
谷
市
役
所

・
匿　

名　

10
件

【
防
災
非
常
食
】

・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
茨
城
工
場

【
キ
ャ
ベ
ツ　
約
１
０
０
キ
ロ
】

・
橋
本 
幹
雄

【�

未
使
用
タ
オ
ル
55
枚
・
石
け
ん

12
個
】

・
退
職
公
務
員

取
手
・
守
谷
・
北
相
馬
支
部

【
白
米　
５
キ
ロ
】

・
匿　

名

【
未
使
用
鉛
筆　
40
本
】

・
匿　

名

《
払
出
状
況
》

【
未
使
用
タ
オ
ル
】

・
市
内
高
齢
者
事
業
所

【
使
用
済
古
切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド

 

カ
ー
ド
・
書
き
損
じ
葉
書
】

・
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

【
防
災
非
常
食
】

・
生
活
困
窮
者
世
帯

【
キ
ャ
ベ
ツ　
約
１
０
０
キ
ロ
】

・
市
内
障
が
い
者
福
祉
施
設

《
指
定
預
託
》

【
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
費
へ
】

・
匿　

名 

２
，０
０
０
円

《
指
定
預
託
払
出
状
況
》

【
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
費
へ
】

２
，０
０
０
円

災
害
義
援
金
報
告

（
敬
称
略
）

令
和
３
年
２
月

福
島
県
沖
地
震
災
害
義
援
金

・
社
協
窓
口 

９
５
５
円

令
和
３
年
島
根
県
松
江
市

大
規
模
火
災
義
援
金

・
社
協
窓
口 

７
４
７
円

　

各
地
で
発
災
し
た
災
害
義
援
金

に
も
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、「
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
」
は
、

令
和
４
年
６
月
30
日
ま
で
延
長

し
、
受
付
し
て
お
り
ま
す
。「
令

和
３
年
２
月
福
島
県
沖
地
震
災
害

義
援
金
」「
令
和
３
年
島
根
県
松

江
大
規
模
火
災
義
援
金
」
は
、
令

和
３
年
６
月
30
日
で
受
付
を
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ま

の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

加入プラン 基本プラン 天災・地震補償プラン

ケ
ガ
の
補
償

死亡保険金 1,040万円
後遺障害保険金 1,040万円（限度額）
入院保険金日額 6,500円
手術
保険金

入院中の手術 65,000円
外来の手術 32,500円

通院保険金日額 4,000
地震・噴火・津波による死傷 × ○

補
　
　
　
償

賠
償
責
任
の

賠償責任保険金
（対人・対物共通） 5億円（限度額）

補償金額（保険金額）
加入プラン 基本プラン 天災・地震補償プラン
保険料 350円 500円

〈基本プランに加入されている方へ〉
基本プランでは地震、噴火、津波が起因する死傷は補償されません。
◆�災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震補償プラン」へ
の加入をおすすめします。

※�被災地でのボランティア活動では、予測できない様々な事態が想定されます。二
次被害への備えとしても、あらかじめ「天災・地震補償プラン」に加入いただき
ますと、より安心してボランティア活動に参加いただけます。
◆�補償期間（保険期間）の中途で加入される場合も上記の保険料と
なります。なお、中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お１人様につきいずれかのプラン１口のみとなります。
※�加入申込人は２口以上加入される被保険者がいないことを確認のうえ、申し込み
ください。

保険料（１名あたり） （ ）団体割引 20％適用済
過去の損害率による割増引適用

●介護保険や障害福祉サービスでの
身体介護や生活援助などのサービ
スを提供するヘルパーを募集して
います。

　くわしくは、下記までご連絡下さい。

守谷市社協ヘルパーステーション
守谷市大柏 954‒3　TEL 0297‒45‒0088

ヘルパー募集中！ヘルパー募集中！

㈱総合保険・富士 保険工房オフィス
守谷市け〒302-0128 やき台2-11-7

TEL 0297-34-1322　FAX 0297-34-1323
Eメール hokenkobo@sogohoken-fuji.jp

㈱総合保険・富士 保険工房オフィス

身近で頼れるアドバイザー
プロフェッショナルの保険代理店

あなたと、大切な人を守る
　　　　　　保険の事はお任せください
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ほほえみサービス協力会員募集中！

（
一
時
間
・
六
〇
〇
円
）

（
一
時
間
・
五
五
〇
円
）

　

ほ
ほ
え
み
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
お
年
寄
り
や
体
の

不
自
由
な
方
、
産
前
産
後
の
方
や
そ
の
家
族
の
日

常
生
活
上
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、

地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
行
う
「
会
員
方
式
の

有
料
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。
ま
ず
は
、
利

用
会
員
・
協
力
会
員
と
も
、
事
前
に
申
込
書
に
よ

る
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
後
は
、
左
図
の
し
く

み
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
（45）
０
０
８
８
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

＊利用会員…�市内にお住まいの 65 歳以上の方、身体に障がいをお持ちの方、
産前産後の方やそのご家族。（その他、本会が適当と認めた方）

＊協力会員…�家事援助等のサービスをして下さる方。（年齢・性別・資格
などは、問いません。自分のできることを、できる時間に
活動していただきます。）

会
員
と
は

◆申込方法　

認知症の高齢者や知的または精神的に障がいがある方で、判断能力が不十分、かつ親族等の援助が得られない
方に対して、下記のサービスを行い、日常生活を支援する事業です。くわしくは、お気軽に社会福祉協議会事
務局（45）0088 までお問い合わせ下さい。

　　　　　　  医療的ケア児・肢体不自由児のママサークル

　「そら～ち」は、子どもの障がいについて相談し合ったり、就園・就学、病院やリハビリ、福祉用
具など、もっといろいろな情報がほしい！ママたちがおしゃべりをしながら情報交換できる場として
令和３年４月に結成したばかりです。現在、元気で明るいママたち１４名が参加し、親子での交流会
やランチ会、LINE でのトーク交流会など、ゆる～く開催中！
　発達障害のお子さんのママさんたちも歓迎！見学・参加希望の方は
もしくは、守谷市保健センター（TEL：４８－６０００）にお問い合わせください。

ほっと
ニュース！

「そら～ち」とは
「空+アーチ」＝
にじ！から名付け
ましたそ ら ～ ち
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　「ふくしサービスってどんなものがあるの？」「最近家のおばあちゃ
んの行動が・・・」等の相談は『ふくし相談』に、「年金のしくみは
どうなっているの？」「パート雇用の問題」「障がい者年金って分か
りづらい？」等は『年金・労務相談』にお気軽にご相談下さい。

ひとりで悩まず、相談してみませんか！（ふくし相談・年金・労務相談）

※8月9日は振替休日です

※８月１１日はお休みです

は電話相談日です

24
   31

 1 2 3 4 5 6 7

 8 9 10 11 12 13 14

 15 16 17 18 19 20 21

 22 23 24 25 26 27 28

 29 30 31

      1 2

 3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16

 17 18 19 20 21 22 23

  25 26 27 28 29 30

    1 2 3 4

 5 6 7 8 9 10 11

 12 13 14 15 16 17 18

 19 20 21 22 23 24 25

 26 27 28 29 30

10月9 月8 月
専
門
相
談
予
定
表

ふ く し 相 談　○印 　　　　　事前予約
　◆毎月第１月曜日　午後２時から４時
年金労務相談　□印 
　◆毎月第２月曜日　午後２時から４時
【場　所】いきいきプラザ・げんき館内

　※�予約は、各相談日の前週金曜日までに社会
福祉協議会事務局電話（45）0088にてご

予約ください。

　　電話相談でも予約を受付ます。

　　　　　　　　　　��４８−５５５５
����◇毎週金曜日　午前１０時から午後３時

電話相談

秘密厳守  相談無料

　「ふれあい電話訪問事業」は、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯のみなさんに振り込め詐欺などの

不審なこと、孤独や不安なことなどに電話を通じてお話をさせていただき、少しでもご不安の解消に

なればと、守谷傾聴ボランティアジャスミンの協力により行っています。

●対　　象：市内在住のおおむね６５歳以上のひとり暮らしや高齢者のみの世帯

●実 施 日：隔週火曜日・水曜日のいずれかの午後１時から午後３時の間

　　　　　　（※祝日・年末年始はお休み）

●費　　用：無　料

●申込方法：ご利用を希望される方は、直接、社会福祉協議会事務局電話（４５）００８８までご連

絡いただくか、お近くの民生委員にご連絡下さい。

改めて訪問させていただき説明し申込後、利用日時を調整しご利用いただきます。

電 話 相 談
子育てのことや家族のこと、生活のことなど、誰に聞けばいいのかな？
どこに聞いたらいいの？というちょっとした相談を電話でお受けしており
ますので、お気軽にご相談ください。
　　　毎週金曜日　午前１０時�～�午後３時
　　　電話番号　０２９７（４８）５５５５

秘密厳守　相談無料

相　談　日

ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯のみなさん!!ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯のみなさん!!
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　各募集等のお申込み、お問い合わせ先は
　　　  〒 302-0116 守谷市大柏９５４－３　守谷市社会福祉協議会事務局まで！
　　　  電話　０２９７（４５）００８８　 FAX　０２９７（４８）５５５４
　　　  Ｅメール　shakyo.moriya .954-3@ace.ocn.ne . jp

ひとり暮らし高齢者１日遠足参加者募集
　今年も「市内ひとり暮らし高齢者」を
対象に外出支援と交流を目的に１日遠足
を下記の予定で計画しております。今回
は笠間稲荷神社の菊まつりや弘道館の散
策などをたのしみませんか。
●日　　時：令和３年１１月１０日（水）
　　　　　　午前８時集合・出発
　　　　　　（帰りは午後５時３０分着予定）
●集合場所：いきいきプラザ・げんき館前
●対　　象：市内在住６５歳以上のひとり暮らし
　　　　　　高齢者
●行 き 先：茨城県水戸市：茨城県弘道館（散策）
　　　　　　　　　笠間市：笠間稲荷神社（散策）
　　　　　　ひたちなか市：那珂湊市場（買い物）
●定　　員：５０名（定員になり次第締切）
●参 加 費：３, ５００円（入館料・昼食代ほか）
●参加に際しての注意事項
　　①集合場所へは各自でお願いします
　　②基本、自由散策になります
　　③�今回は、バスでの移動時間を１時間 30 分程度

で計画しておりますが、乗車時の検温や手指の
消毒、マスク着用をお願いします。

●申込み方法・締切
　�上記事項・内容等をご確認いただき、令和３年１０
月９日（土）までに下記まで、氏名・生年月日（年齢）・
住所・電話番号・携帯電話番号等を電話でお申込み
下さい。

お二人でお出かけしてみませんか！
　今年も「高齢者のみ世帯」を対象に外出支援と交流
を目的に１日遠足を下記の予定で計画しております。
今回は小江戸川越の街並みを散策してみませんか。
●日　　時：令和３年１０月１３日（水）
　　　　　　午前８時集合・出発
　　　　　　　（帰りは午後５時３０分着予定）
●集合場所：守谷市中央公民館正面駐車場
●対　　象：市内在住の高齢者のみ二人世帯
　　　　　　（いずれも満６５歳以上の方）
●行 き 先：�埼玉県川越市：�川越大師：喜多院と�

小江戸川越市内散策
●定　　員：４５組９０名
　　　　　　（定員を超えた場合は抽選となります）
●参 加 費：お一人�３, ５００円（入館料・昼食代ほか）
●参加に際しての注意事項
　　①くれぐれもお二人での参加となります
　　②集合場所へは各自でお願いします
　　③基本、自由散策になります
　　④�今回は、バスでの移動時間を１時間 30分程度

で計画しておりますが、乗車時の検温や手指の
消毒、マスク着用をお願いします

●申込み方法・締切
　�上記事項・内容等をご確認いただき、官製はがきに
お二人の氏名・生年月日（年齢）・住所・電話番号・
携帯電話番号等、必要事項を記入の上、令和３年９
月１１日（土）(当日消印有効）までにお申込み下さ
い。

●企画・実施：茨城県知事登録旅行業第2-524号　ＮＳＫ(有)関東筑波ツーリスト
　　　　　　　国内旅行業取扱管理者　中村昭美�　守谷市御所ケ丘3-11-10�
●共　　　催：守谷市社会福祉協議会

　

職
種
・
人
員
：
非
常
勤
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー　

５
名

　

勤
務
内
容
：
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
の
訪
問
介
護

　
　
　
　
　
　
　

月
曜
日
～
土
曜
日
・
祝
日
：
週
３
～
４
日　

　

給　

与　

等
：
時
給�

９
５
０
円+

移
動
手
当

　

応
募
資
格
：
概
ね
55
歳
位
ま
で
で
、
介
護
福
祉
士
又
は
介
護
職
員

　
　
　
　
　
　
　

�

初
任
者
研
修
修
了
者
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）

の
有
資
格
者
・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
持
者
で
、
自

家
用
車
で
の
訪
問
可
能
な
方

◎
申
込
方
法
：�

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
記
入
・
写
真
を
添
付
の

上
、
有
資
格
証
書
の
写
し
、
普
通
自
動
車
免
許
証
の
写

し
、
そ
の
他
の
有
資
格
証
書
の
写
し
な
ど
の
書
類
等
を

添
え
て
、
下
記
住
所
へ
持
参
又
は
郵
送
に
て
申
し
込
み

下
さ
い
。

　
非
常
勤
職
員
募
集

　茨城県では、災害ボランティア活動支援のための「茨
城県災害ボランティア活動支援基金」を設置し、ふる
さと納税などにより、多くの皆様から寄付を募り、寄
せられた寄付金を災害ボランティアが活動しやすい環
境整備等に活用させていただきますので、県民の皆様
をはじめ、団体・企業の皆様のご理解ご協力をよろし
くお願いいたします。
基金の活用
・�災害ボランティアの現地作業に要す
る用具等の購入費
・災害ボランティアの輸送費
・�災害ボランティアセンターの運営支
援のためのシステム整備費等
寄付の方法
　詳しくは「茨城県災害ボランティア活動支援基金特
設サイト」をご覧ください。
　hppts://peraichi.com/landing�pages/view/ibaborakikin

「茨城県災害ボランティア活動支援基金」募集


